
様式第１０
循環型社会形成推進地域計画改善計画書

地域名 構成市町村等名 計画期間 事業実施期間
上三川町 上三川町 平成24年度～平成28年度 平成24年度～平成28年度

１ 目標の達成状況
（ごみ処理）
指 標 現 状 目 標 実 績 実績B

（平成 年度） （平成 年度） A （平成 年度） B /目標A
排出量 事業系 総排出量 t t t %

１事業所当たりの排出量 t t t %
家庭系 総排出量 t t t %

１事業所当たりの排出量 kg/人 kg/人 kg/人 %
合 計 事業系家庭系総排出量合計 t t t %

再生利用量 直接資源化量 t t t %
総資源化量 t t t %

熱回収量 熱回収量（年間の発電電力量） MWh MWh MWh
減量化量 中間処理による減量化量 t t t %
最終処分量 埋立最終処分量 t t t %
※目標未達成の指標のみを記載。

（生活排水処理）
指 標 現 状 目 標 実 績 実績B

（平成２２年度） （平成２８年度） A （平成２８年度） B /目標A
総人口 31,672人 32,506人 31,389人 ―
公共下水道 汚水衛生処理人口 %

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 ％ ％ ％ %
集落排水施設等 汚水衛生処理人口 6,311人 5,790人 5,867人 85.2%

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 19.9％ 17.8％ 18.7％ 57.1%
合併処理浄化槽等 汚水衛生処理人口 %

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 ％ ％ ％ %
未処理人口 汚水衛生未処理人口 2,091人 77人 263人 90.8%
※目標未達成の指標のみを記載。



２ 目標が達成できなかった要因
農業集落排水施設については、すでに本管整備が完了しているため、農村地域人口がそのまま汚水衛生処理人口となる。少子高齢化等の影響

を考慮して基準年度より処理人口が減少する見込みで目標を設定したが、予想よりも人口減とならなかったため、目標値(実績/目標)を達成でき
なかった。
未処理人口については、公共下水道整備の進捗状況が一部地区で当初計画よりも遅れたことにより、未処理人口(総人口-公共下水道-農業集落

排水施設-合併処理浄化槽)が目標よりも増加したため、目標値を達成できなかった。

３ 目標達成に向けた方策
目標達成年度 平成33年度まで

農業集落排水施設については、これから処理人口が減少していく前提のもとで、現状と目標の差を小さめに設定することにより、目標値を達
成できるようにする。
未処理人口については、公共下水道未整備地区の整備や浄化槽補助区域への周知活動を充実させることで、単独浄化槽(汲み取り)からの転換

を進めていき、その削減に努めていきたい。
今後も、新たな循環型社会形成推進地域計画(平成29年度～33年度)の目標実現に向け、引き続き浄化槽設置整備事業に取り組んでいきたい。

（都道府県知事の所見）
公共下水道への整備が一部地区で遅れたこと等により、汚水衛生未処理人口の目標値を達成しなかった。
今後も、単独処理浄化槽等から合併処理浄化槽への転換等について住民への普及啓発を図りながら、公共下水道の整備や浄化槽設置整備事業

を推進することにより、汚水衛生処理人口普及率の向上に取り組んでいただきたい。


